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特別利益の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は平成23年９月20日開催の取締役会において、特別利益の計上および最近の業績動向を踏まえ、平成

23年５月９日の平成23年３月期決算発表時に公表した平成24年３月期第２四半期（累計）ならびに通期の業

績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

 １．特別利益の計上について 

  平成23年９月20日開催の取締役会において、当社保有の有価証券の売却を決定いたしました。それによ

り、以下の通り有価証券売却益を計上する見込みとなりました。 

 

 （１）有価証券の売却年月日 平成23年９月30日（予定） 

 （２）有価証券売却益の理由 当社保有有価証券の発行会社の株式を同社の主要取引先が取得することへの 

               対応のため。 

 （３）売却益        195百万円の見込み 

 

２．業績予想の修正について 

 平成24年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値の修正（平成23年４月１日～平成23年９月30日）  

   
営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（A） 

百万円

16,850

百万円

1,100

百万円

1,150

百万円 

650 62.31

今回修正予想（B） 17,300 1,250 1,300 860 82.44

増減額（B―A） 450 150 150 210 －

増減率（％） 2.7％ 13.6％ 13.0％ 32.3％ －

(ご参考) 前期第２四半期実績 

(平成23年３月期第２四半期) 
16,842 1,145 1,217 539 51.70

 

 

 



 平成24年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

   
営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（A） 

百万円

33,600

百万円

2,150

百万円

2,250

百万円 

1,200 115.03

今回修正予想（B） 34,400 2,220 2,260 1,400 134.21

増減額（B―A） 800 70 10 200 －

増減率（％） 2.4％ 3.3％ 0.4％ 16.7％ －

(ご参考) 前期第２四半期実績 

(平成23年３月期第２四半期) 
33,558 2,161 2,266 1,203 115.38

  

平成24年３月期第２四半期（累計）個別業績予想値の修正（平成23年４月１日～平成23年９月30日）  

   
営業収益 経常利益 四半期純利益

1株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円

16,700

百万円

1,080

百万円

620

 

59.43 

今回修正予想（B） 17,200 1,250 840 80.52 

増減額（B―A） 500 170 220 － 

増減率（％） 3.0％ 15.7％ 35.5％ － 

(ご参考) 前期第２四半期実績 

(平成23年３月期第２四半期) 
16,706 1,175 519 49.78 

 

 平成24年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

   
営業収益 経常利益 四半期純利益

1株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円

33,300

百万円

2,100

百万円

1,150

 

110.24 

今回修正予想（B） 34,000 2,120 1,340 128.45 

増減額（B―A） 700 20 190 － 

増減率（％） 2.1％ 1.0％ 16.5％ － 

(ご参考) 前期第２四半期実績 

(平成23年３月期第２四半期) 
33,278 2,168 1,147 109.96 

 

 ３．修正の理由 

  （１）当第２四半期（累計）連結業績予想の修正理由 

    営業収益につきましては、当初公表数字に比べ微増収となり、営業利益、経常利益につきましては、 

   新規施設の開設準備費用や修繕費等の費用が東日本大震災の影響から一部先ずれしたことなどにより、 

   当初計画を上回る見込みです。また、四半期純利益につきましては、上記の要因に加え当該有価証券売 

   却益を特別利益に計上したことが主な理由となります。 

  （２）通期連結業績予想の修正理由 

    営業収益につきましては、当初公表数字に比べ微増収となりますが、営業利益、経常利益ならびに四 

   半期純利益につきましては、前述の新規施設の開設準備費用等の実現などにより、増益幅は一定の範囲 

   内となります。 

  （３）個別業績予想の修正理由 

    個別業績予想につきましては、第２四半期（累計）・通期ともに連結業績予想に係る内容と同一のため、

記載を省略いたします。 

 

 （注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今

後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


